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最終頁に続く

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】反射シートを位置付ける機構部品を統合したフ 
レーム構造を有するバックライトモジュール及び表示装 
置を提供する。
【解決手段】バックライトモジュールは、光学ユニット 
１と、フレーム構造２と、反射シート３とを備え、フレ 
ーム構造は、光学ユニットを支持するバックプレート２ 
１、及びバックプレートに結合された外枠２２を有し、 
外枠は、光学ユニットを取り囲む側壁部２２１を有し、 
側壁部には、光学ユニット側に向かって延びる少なくと 
も１つの第１のストッパー部２２２が設置されており、 
反射シートは、第２のストッパー部Ｌを有し、第２のス 
トッパー部は、光学ユニットにより覆われておらず、外 
枠の第１のストッパー部が反射シートの第２のストッパ 
ー部を制限する。本考案は、バックライトモジュールを 
含む表示装置をさらに提供する。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全11頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
光 学 ユ ニ ッ ト と 、 フ レ ー ム 構 造 と 、 反 射 シ ー ト と 、 を 備 え 、
前 記 フ レ ー ム 構 造 は 、 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る バ ッ ク プ レ ー ト 、 及 び 前 記 バ ッ ク プ レ  
ー ト に 結 合 さ れ た 外 枠 を 有 し 、 前 記 外 枠 は 、 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト を 取 り 囲 む 側 壁 部 を 有 し 、  
前 記 側 壁 部 に は 、 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 少 な く と も １ つ の 第 １ の ス ト ッ パ  
ー 部 が 設 置 さ れ て お り 、
前 記 反 射 シ ー ト は 、 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 有 し 、 前 記 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 前 記 光 学 ユ  
ニ ッ ト に よ り 覆 わ れ て お ら ず 、 前 記 外 枠 の 前 記 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 が 前 記 反 射 シ ー ト の 前  
記 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 制 限 す る 、
バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 バ ッ ク プ レ ー ト は 、 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る 本 体 部 、 及 び 前 記 本 体 部 の 一 端 か ら  
前 記 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 少 な く と も １ つ の 延 出 部 を 含 み 、
前 記 延 出 部 は 、 前 記 側 壁 部 と 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ て お り 、 前 記 延 出 部 は 、 少 な く と も １  
つ の 第 １ の 貫 通 孔 を 有 し 、
前 記 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 対 応 す る 前 記 第 １ の 貫 通 孔 を 貫 通 し て 前 記 反 射 シ ー ト の 前 記  
第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 押 圧 し て 、 前 記 バ ッ ク プ レ ー ト の 本 体 部 と 共 に 前 記 反 射 シ ー ト を 押  
圧 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 バ ッ ク プ レ ー ト は 、 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る 本 体 部 、 及 び 前 記 本 体 部 の 一 端 か ら  
前 記 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 延 出 部 を 含 み 、
前 記 延 出 部 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 貫 通 孔 を 有 し 、 前 記 反 射 シ ー ト は 、 基 部 、 及 び 前  
記 基 部 か ら 前 記 延 出 部 の 内 側 に 沿 っ て 延 び る 側 部 を 含 み 、 前 記 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 少  
な く と も １ つ の 第 ２ の 貫 通 孔 で あ り 、 前 記 側 部 、 前 記 延 出 部 及 び 前 記 側 壁 部 は 、 互 い に 重  
ね 合 わ せ ら れ て お り 、
前 記 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 対 応 す る 前 記 第 １ の 貫 通 孔 及 び 前 記 第 ２ の 貫 通 孔 を 順 番 に 貫  
通 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の 先 端 に は 、 フ ッ ク 部 が 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 反 射 シ ー ト の 側 部 と 前 記 延 出 部 と の 間 に 隙 間 を 有 し 、 前 記 隙 間 は 、 前 記 反 射 シ ー ト の  
側 部 と 前 記 延 出 部 と の 間 の 調 整 マ ー ジ ン と し て 用 い ら れ る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
表 示 装 置 で あ っ て 、
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 、 表 示 パ ネ ル と 、 を 備  
え 、
前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 出 光 側 に 位 置 さ れ 、 前 記 フ レ ー ム 構 造  
の 外 枠 は 、 支 持 部 を さ ら に 含 み 、 前 記 支 持 部 は 、 前 記 側 壁 部 か ら 前 記 光 学 ユ ニ ッ ト の 方 向  
に 向 か っ て 延 び て お り 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 支 持 部 に 設 置 さ れ て い る 、
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 支 持 部 の 長 さ は 、 前 記 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の 長 さ よ り も 大 き い 、
請 求 項 ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル に 関 し 、 特 に 、 反 射 シ ー ト を 位 置 付 け る 機 構 部 品 を フ  
レ ー ム 構 造 に 統 合 し た バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 、 及 び 該 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 応 用 す  
る 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
液 晶 表 示 装 置 は 、 電 子 装 置 の 表 示 部 材 と し て 、 現 在 様 々 な 電 子 製 品 に 広 く 応 用 さ れ て い る  
。 液 晶 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 光 を 反 射 す る 反 射 シ ー ト を 有 す る 。 バ ッ ク  
ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 従 来 の 組 立 方 式 は 、 両 面 テ ー プ に よ り 反 射 シ ー ト を バ ッ ク プ レ ー ト に  
貼 り 付 け た り 、 枠 や バ ッ ク カ バ ー な ど の フ レ ー ム 構 造 以 外 の 他 の 機 構 部 品 に よ り 反 射 シ ー  
ト を 位 置 付 け た り す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 従 来 の 組 立 方 式 で は 、 機 構 部 品 を 製 造 す る た め に 、 機 構 部 品 の 金 型 を 前 も  
っ て 開 設 す る 必 要 が あ り 、 次 い で 、 機 構 部 品 を 両 面 テ ー プ に 組 み 付 け て 反 射 シ ー ト を 固 定  
す る 必 要 が あ っ た 。 こ の よ う に 、 従 来 の 組 立 方 式 で は 、 機 構 部 品 の 型 開 き が 必 要 と な る た  
め 、 追 加 の 生 産 コ ス ト の 問 題 を 生 じ さ せ 、 ま た 、 従 来 の 組 立 方 式 は 、 組 立 工 数 が 多 い だ け  
で な く 、 チ ャ レ ン ジ テ ス ト を 経 た 後 、 反 射 シ ー ト と バ ッ ク プ レ ー ト と の 間 の 両 面 テ ー プ の  
粘 着 性 が 弱 く な っ て 反 射 シ ー ト が 反 っ た り 、 貼 り 合 わ な く な っ た り し て 、 光 学 的 な 品 位 が  
悪 く な っ て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ に 鑑 み 、 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る 必 要 が あ  
る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 の 目 的 は 、 反 射 シ ー ト を 位 置 付 け る 機 構 部 品 を 統 合 し た フ レ ー ム 構 造 を 有 す る こ と  
が で き る バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 考 案 の 他 の 目 的 は 、 上 記 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 有 す る こ と が で き る 表 示 装 置 を 提  
供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 提 供 し 、 光 学 ユ ニ ッ  
ト と 、 フ レ ー ム 構 造 と 、 反 射 シ ー ト と を 備 え 、 フ レ ー ム 構 造 は 、 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る  
バ ッ ク プ レ ー ト 、 及 び バ ッ ク プ レ ー ト に 結 合 さ れ た 外 枠 を 有 し 、 外 枠 は 、 光 学 ユ ニ ッ ト を  
取 り 囲 む 側 壁 部 を 有 し 、 側 壁 部 に は 、 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 少 な く と も １ つ の  
第 １ の ス ト ッ パ ー 部 が 設 置 さ れ て お り 、 反 射 シ ー ト は 、 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 有 し 、 第 ２  
の ス ト ッ パ ー 部 は 、 光 学 ユ ニ ッ ト に よ り 覆 わ れ て お ら ず 、 外 枠 の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 が 反  
射 シ ー ト の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 制 限 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 考 案 は 表 示 装 置 を さ ら に 提 供 し 、 上 記 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と 、 表 示 パ ネ ル と を 備  
え 、 表 示 パ ネ ル は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 出 光 側 に 位 置 さ れ 、 フ レ ー ム 構 造 の 外 枠 は  
、 支 持 部 を さ ら に 含 み 、 支 持 部 は 、 側 壁 部 か ら 光 学 ユ ニ ッ ト の 方 向 に 向 か っ て 延 び て お り  
、 表 示 パ ネ ル は 、 支 持 部 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク プ レ ー ト は 、 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る 本 体 部 、 及 び 本  
体 部 の 一 端 か ら 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 少 な く と も １ つ の 延 出 部 を 含 み 、 延 出 部  
は 、 側 壁 部 と 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ て お り 、 延 出 部 は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 貫 通 孔 を  
有 し 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 対 応 す る 第 １ の 貫 通 孔 を 貫 通 し て 反 射 シ ー ト の 第 ２ の ス ト  
ッ パ ー 部 を 押 圧 し て 、 バ ッ ク プ レ ー ト の 本 体 部 と 共 に 反 射 シ ー ト を 押 圧 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク プ レ ー ト は 、 光 学 ユ ニ ッ ト を 支 持 す る 本 体 部 、 及 び 本  
体 部 の 一 端 か ら 光 学 ユ ニ ッ ト 側 に 向 か っ て 延 び る 延 出 部 を 含 み 、 延 出 部 は 、 少 な く と も １  
つ の 第 １ の 貫 通 孔 を 有 し 、 反 射 シ ー ト は 、 基 部 、 及 び 基 部 か ら 延 出 部 の 内 側 に 沿 っ て 延 び  
る 側 部 を 含 み 、 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 貫 通 孔 で あ り 、 側 部 、 延  
出 部 及 び 側 壁 部 は 、 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ て お り 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 対 応 す る 第 １  
の 貫 通 孔 及 び 第 ２ の 貫 通 孔 を 順 番 に 貫 通 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の 先 端 に は 、 フ ッ ク 部 が 形 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ １ ２ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 第 ２ の 貫 通 孔 は 、 基 部 と 側 部 と の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 第 ２ の 貫 通 孔 は 、 側 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 反 射 シ ー ト の 側 部 と 延 出 部 と の 間 に 隙 間 を 有 し 、 隙 間 は 、 反  
射 シ ー ト の 側 部 と 延 出 部 と の 間 の 調 整 マ ー ジ ン と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の 長 さ は 、 反 射 シ ー ト の 側 部 の 厚 さ 、 延  
出 部 の 厚 さ 、 及 び 隙 間 の 合 計 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 光 学 ユ ニ ッ ト は 、 発 光 機 構 、 及 び 少 な く と も １ つ の 光 学 フ ィ  
ル ム を さ ら に 含 み 、 反 射 シ ー ト は 、 発 光 機 構 に 当 接 し 、 発 光 機 構 は 、 バ ッ ク プ レ ー ト と 少  
な く と も １ つ の 光 学 フ ィ ル ム と の 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 光 学 ユ ニ ッ ト は 、 導 光 板 を さ ら に 含 み 、 導 光 板 は 、 反 射 シ ー  
ト と 少 な く と も １ つ の 光 学 フ ィ ル ム と の 間 に 位 置 し 、 発 光 機 構 は 、 導 光 板 の 入 光 側 面 に 設  
置 さ れ 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 は 、 フ レ ー ム 構 造 の 発 光 機 構 に 対 応 し な い 側 に 設 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
い く つ か の 実 施 例 に お い て 、 支 持 部 の 長 さ は 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の 長 さ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 装 置 は 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。 外 枠 か ら 第 １ の  
ス ト ッ パ ー 部 を 部 分 的 に 延 出 し 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 で 反 射 シ ー ト の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部  
を 押 圧 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 装 置 は  
、 反 射 シ ー ト を 接 着 固 定 す る た め の 粘 着 テ ー プ や そ の 他 の 部 材 の 数 を 減 少 さ せ 、 さ ら に 反  
射 シ ー ト の 貼 り 付 け 又 は 平 坦 化 な ど の 従 来 の 製 造 組 立 工 程 の 工 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き  
る 。 ま た 、 外 枠 の 部 分 的 に 延 出 し た 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 と バ ッ ク プ レ ー ト を 利 用 し て 反 射  
シ ー ト を 共 に 押 圧 す る 構 造 設 計 に よ り 、 組 立 手 順 を 簡 略 化 す る こ と が で き 、 粘 着 テ ー プ の  
使 用 量 の コ ス ト を 節 約 し 、 生 産 ラ イ ン の 生 産 効 率 を 向 上 さ せ 、 外 枠 と バ ッ ク プ レ ー ト と の  
結 合 部 材 費 用 を 節 約 し 、 及 び バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 組 立 工 程 に 必 要 な 労 力 、 物 資 及 び 時  
間 的 コ ス ト 等 を 減 少 さ せ る 効 果 を 達 成 す る 。 さ ら に 、 後 日 に 再 作 業 の 必 要 が あ っ て も 、 反  
射 シ ー ト が 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の み を 介 し て 位 置 付 け ら れ る の で 、 両 面 テ ー プ の 貼 り 付 け  
に よ る 再 作 業 の 困 難 や 再 作 業 に よ る 消 耗 の 問 題 が 発 生 し な い た め 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト  
モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 装 置 は モ ジ ュ ー ル の 結 合 安 定 性 と 再 作 業 性 が 高 い と い う 効 果 を さ ら に  
有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 及 び そ の 利 点 を よ り 完 全 に 理 解 す る た め に 、 以 下 に 図 面 を 参 照 し て 説 明 を 行 う 。
【 図 １ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 考 案 の 第 ３ の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 第 ４ の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 部 分 断 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 第 ４ の 実 施 例 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 表 示 装 置 の 部 分 断 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の サ イ ド イ ン 型 照 明 を 用 い た バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 、 本 考 案 の 実 施 例 を 図 面 と 合 わ せ て 詳 細 に 説 明 す る 。 添 付 の 図 面 は 、 主 に 簡 略 化 さ れ  
た 模 式 図 で あ り 、 本 考 案 の 基 本 的 な 構 造 を 模 式 的 に 説 明 し て い る 。 従 っ て 、 こ れ ら の 図 面  
に は 、 本 考 案 に 関 連 す る 要 素 の み が 示 さ れ て お り 、 か つ 示 さ れ た 要 素 は 実 施 さ れ た 時 の 数  
、 形 状 、 寸 法 比 率 な ど で 描 か れ た も の で は な く 、 そ の 実 際 の 実 施 時 の 仕 様 寸 法 は 実 際 に は  
選 択 的 な 設 計 で あ り 、 か つ そ の 要 素 の レ イ ア ウ ト 形 態 は さ ら に 複 雑 に な る 可 能 性 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 考 案 が 実 施 す る こ と が で き る 特 定 の 実 施 例 を 例 示 す る た め  
の 各 実 施 例 に 対 し て 説 明 を 行 う 。 本 考 案 で 言 及 さ れ た 方 向 用 語 と し て 、 例 え ば 「 上 」 、 「  
下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 な ど は 、 単 に 添 付 の 図 面 の 方 向 を 参 照 す る 。 し た が っ て 、 使 用 さ れ  
る 方 向 用 語 は 、 本 考 案 を 説 明 及 び 理 解 す る た め の も の で あ り 、 本 考 案 を 限 定 す る も の で は  
な い 。 ま た 、 明 細 書 に お い て 、 明 確 に 説 明 し な い 限 り 、 「 含 む 」 と い う 用 語 は 、 前 記 要 素  
を 含 む こ と を 意 味 す る が 、 他 の 要 素 を 排 除 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 第 １ の 実 施 例 が 示 さ れ て お り 、 光  
学 ユ ニ ッ ト １ 、 フ レ ー ム 構 造 ２ 及 び 反 射 シ ー ト ３ を 含 み 、 フ レ ー ム 構 造 ２ は 、 光 学 ユ ニ ッ  
ト １ を 支 持 す る た め に 用 い ら れ 、 反 射 シ ー ト ３ は 、 フ レ ー ム 構 造 ２ に 当 接 し 、 反 射 シ ー ト  
３ の 光 学 ユ ニ ッ ト １ に よ り 覆 わ れ て い な い 部 分 は 、 フ レ ー ム 構 造 ２ に よ り 制 限 さ れ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル は 、 照 明 方 式 に よ っ て 、 直 下 型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル  
と サ イ ド イ ン 型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と に 区 分 す る こ と が で き る 。 本 実 施 例 で は 、 直 下  
型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 例 と し て 説 明 し 、 光 学 ユ ニ ッ ト １ は 、 発 光 機 構 １ １ 及 び 少 な  
く と も １ つ の 光 学 フ ィ ル ム １ ２ を 含 み 、 発 光 機 構 １ １ は 、 少 な く と も １ つ の 光 学 フ ィ ル ム  
１ ２ の 後 方 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
フ レ ー ム 構 造 ２ は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ 及 び 外 枠 ２ ２ を 含 み 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ は 、 光  
学 ユ ニ ッ ト １ を 支 持 す る た め に 用 い ら れ 、 外 枠 ２ ２ は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ に 結 合 さ れ る  
。 好 ま し く は 、 外 枠 ２ ２ は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 縁 部 に 設 け ら れ る 。 本 実 施 例 で は 、 バ  
ッ ク プ レ ー ト ２ １ は 、 金 属 材 質 で 製 造 さ れ 、 外 枠 ２ ２ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 （ Ｐ Ｖ Ｃ ） で  
製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
具 体 的 に は 、 外 枠 ２ ２ は 、 光 学 ユ ニ ッ ト １ を 取 り 囲 む 側 壁 部 ２ ２ １ を 含 み 、 側 壁 部 ２ ２ １  
に は 、 光 学 ユ ニ ッ ト １ 側 に 向 か っ て 延 び て い る 少 な く と も １ つ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２  
２ が 設 置 さ れ る 、 実 施 例 に お い て 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 第 １ の 軸 方 向 Ａ １ に 沿  
っ て 延 び る ロ ッ ド で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
反 射 シ ー ト ３ は 、 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ を 含 み 、 本 実 施 例 に お い て 、 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２  
の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ は 、 反 射 シ ー ト ３ が 光 学 ユ ニ ッ ト １ に よ り 覆 わ れ て い な い 部 分 で あ り 、  
反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ は 、 外 枠 ２ ２ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ に よ り 押  
圧 さ れ る 。 本 実 施 例 に お い て 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 第 ２ の 軸 方 向 Ａ ２ に 沿 っ て  
第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ を 押 圧 し 、 第 ２ の 軸 方 向 Ａ ２ は 、 反 射 シ ー ト ３ が バ ッ ク プ レ ー ト ２  
１ に 向 く 方 向 で あ る 。 こ の よ う に 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 反 射 シ ー ト ３ は 、  
第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ に よ り 押 圧 さ れ る こ と が で き 、 す な わ ち 、 粘 着 テ ー プ （ 例 え ば  
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、 両 面 テ ー プ ） を 使 用 す る こ と な く バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ に 接 着 固 定 す る こ と が で き 、 粘 着  
テ ー プ の 使 用 量 の コ ス ト を 節 約 す る こ と が で き る と と も に 、 反 射 シ ー ト の 貼 り 付 け 又 は 平  
坦 化 な ど の 従 来 の 製 造 組 立 工 程 の 工 数 を 減 少 さ せ 、 生 産 ラ イ ン の 生 産 効 率 を 向 上 さ せ る 。  
同 時 に 、 粘 着 テ ー プ を 使 用 す る 必 要 が な い た め 、 再 作 業 し や す く 、 再 作 業 の 工 数 と 部 材 の  
消 耗 率 を 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
一 方 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 外 枠 ２ ２ か ら 部 分 的 に 伸 び て い る の で 、 外 枠 ２ ２ と  
バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と の 結 合 材 の コ ス ト を 節 約 す る 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に  
、 外 枠 ２ ２ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と で 反 射 シ ー ト ３ を 共 に 押  
圧 す る 構 造 設 計 に よ り 、 組 立 手 順 を 簡 略 化 す る こ と が で き 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 製  
造 組 立 工 程 に 必 要 な 労 力 、 物 資 及 び 時 間 的 コ ス ト 等 を 低 減 さ せ る 効 果 を 達 成 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の フ レ ー ム 構 造 の 第 ２ の 実 施 例 が 示 さ れ て お り 、 本 実 施 例 で は  
、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ は 、 本 体 部 ２ １ １ 及 び 少 な く と も １ つ の 延 出 部 ２ １ ２ を 含 み 、 延 出  
部 ２ １ ２ は 、 本 体 部 ２ １ １ の 一 端 に 位 置 し 、 か つ 光 学 ユ ニ ッ ト １ 側 に 向 か っ て 延 び て い る  
。 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ は 、 外 枠 ２ ２ の 側 壁 部 ２ ２ １ と 互 い に 重 ね 合 わ せ る  
こ と に よ り 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と 外 枠 ２ ２ と の 結 合 安 定 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  
こ こ で 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ は 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の 貫 通 孔 ２ １ ３ を  
有 し 、 外 枠 ２ ２ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 対 応 す る 第 １ の 貫  
通 孔 ２ １ ３ を 貫 通 し て 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ を 押 圧 す る こ と に よ り 、 バ ッ  
ク プ レ ー ト ２ １ の 本 体 部 ２ １ １ と 共 に 反 射 シ ー ト ３ を 押 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 例 は  
、 延 出 部 を 有 す る バ ッ ク プ レ ー ト の 実 施 態 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 貫 通  
孔 ２ １ ３ の 孔 径 を 反 射 シ ー ト ３ の 厚 さ よ り 大 き く 設 計 す る こ と が で き る た め 、 第 １ の ス ト  
ッ パ ー 部 ２ ２ ２ が バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 対 応 す る 第 １ の 貫 通 孔 ２ １ ３ を 通 過 す る 際 に 、 第  
１ の 貫 通 孔 ２ １ ３ 内 の 高 さ を 調 整 す る こ と が で き 、 様 々 な 異 な る 厚 さ の 反 射 シ ー ト ３ に 適  
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ３ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の フ レ ー ム 構 造 の 第 ３ の 実 施 例 が 示 さ れ て お り 、 第 １ の 実 施 例  
と 比 較 し て 、 本 実 施 例 で は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ は 、 本 体 部 ２ １ １ 及 び 少 な く と も １ つ の  
延 出 部 ２ １ ２ を 含 み 、 延 出 部 ２ １ ２ は 、 本 体 部 ２ １ １ の 一 端 に 位 置 し 、 か つ 光 学 ユ ニ ッ ト  
１ 側 に 向 か っ て 延 び て い る 。 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ は 、 外 枠 ２ ２ の 側 壁 部 ２  
２ １ と 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ 、 か つ バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ は 、 少 な く と も １  
つ の 第 １ の 貫 通 孔 ２ １ ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
反 射 シ ー ト ３ は 、 基 部 ３ １ 及 び 側 部 ３ ２ を 含 み 、 側 部 ３ ２ は 、 基 部 ３ １ か ら バ ッ ク プ レ ー  
ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ の 内 側 に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ の よ う に し て 、 反 射 シ ー ト ３ の 基 部  
３ １ と 側 部 ３ ２ と で 光 を 均 一 に 反 射 す る こ と が で き る 。 側 部 ３ ２ 、 延 出 部 ２ １ ２ お よ び 側  
壁 部 ２ ２ １ は 、 第 １ の 軸 方 向 Ａ １ に 沿 っ て 互 い に 重 ね 合 わ せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 例 に お い て 、 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ は 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の 貫  
通 孔 ３ ２ １ で あ り 、 こ こ で 、 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ は 、 基 部 ３ １ と 側 部 ３ ２ と の 間 に 設 け ら  
れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 外 枠 ２ ２ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 バ ッ ク プ レ  
ー ト ２ １ の 対 応 す る 第 １ の 貫 通 孔 ２ １ ３ 及 び 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ を 順 次 に  
貫 通 し て 、 反 射 シ ー ト ３ の 基 部 ３ １ に 押 し 付 け ら れ 、 反 射 シ ー ト ３ の 位 置 を 効 果 的 に 制 限  
す る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 例 は 、 延 出 部 を 有 す る バ ッ ク プ レ ー ト 及 び 側 部 を 有 す る 反 射 シ  
ー ト の 実 施 態 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 側 部 ３ ２ と 延 出 部 ２ １ ２ と の 間 に は 、 隙 間 Ｇ を 有 し て も よ く 、 隙 間 Ｇ は 、 反 射 シ ー  
ト ３ の 側 部 ３ ２ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ と の 間 の 調 整 マ ー ジ ン と し て 機 能 し  
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、 調 整 マ ー ジ ン の 幅 は 、 反 射 シ ー ト ３ の 第 １ の 軸 方 向 Ａ １ に 沿 っ た 熱 膨 張 と 冷 収 縮 空 間 を  
収 容 す る の に 十 分 で あ る 。 ま た 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ の 長 さ は 、 側 部 ３ ２ の 厚 さ 、  
延 出 部 ２ １ ２ の 厚 さ 及 び 隙 間 Ｇ の 合 計 よ り も 大 き く 、 こ れ に よ り 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２  
２ の 先 端 が 反 射 シ ー ト ３ の 基 部 ３ １ を 効 果 的 に 押 圧 す る こ と を 確 保 す る 。 こ れ に よ り 、 本  
実 施 例 で は 、 反 射 シ ー ト ３ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と の 組 立 に マ ー ジ ン を 持 た せ る こ と が で  
き 、 チ ャ レ ン ジ テ ス ト を 経 た 後 の 反 射 シ ー ト ３ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と の 間 に 十 分 な 熱 膨  
張 と 冷 収 縮 空 間 を 確 保 す る こ と が で き 、 反 射 シ ー ト ３ に 皺 （ ｗ ａ ｖ ｉ ｎ ｇ ） が 生 じ て 光 学  
的 な 品 位 が 低 下 す る リ ス ク を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の フ レ ー ム 構 造 の 第 ４ の 実 施 例 が 示 さ れ て お り 、 第 ３  
の 実 施 例 と 比 較 し て 、 本 実 施 例 で は 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ の 先 端 に は 、 さ ら に フ ッ  
ク 部 ２ ２ ３ が 形 成 さ れ て い て も よ く 、 フ ッ ク 部 ２ ２ ３ の 延 伸 方 向 は 、 第 １ の 軸 方 向 Ａ １ の  
方 向 と 異 な る 。 本 実 施 例 に お い て 、 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 Ｌ は 、 少 な く と も  
１ つ の 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ で あ り 、 こ こ で 、 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ は 、 基 部 ３ １ と 側 部 ３ ２  
と の 間 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 外 枠 ２ ２ の 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２  
は 、 バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 対 応 す る 第 １ の 貫 通 孔 ２ １ ３ 及 び 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の 貫 通 孔  
３ ２ １ を 順 次 に 貫 通 し て 、 フ ッ ク 部 ２ ２ ３ に よ っ て 反 射 シ ー ト ３ の 側 部 ３ ２ を フ ッ ク 部 ２  
２ ３ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ の 延 出 部 ２ １ ２ と の 間 に 確 実 に 制 限 す る こ と が で き る だ け で な  
く 、 同 時 に 反 射 シ ー ト ３ の 基 部 ３ １ に 押 し 付 け ら れ 、 反 射 シ ー ト ３ の 位 置 を 効 果 的 に 制 限  
す る こ と を 達 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ の 先 端 は 、 第 １ の  
軸 方 向 Ａ １ と 異 な る 方 向 に 向 か っ て 延 び て 、 フ ッ ク 部 ２ ２ ３ を 形 成 す る こ と が で き る が 、  
こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 実 施 例 に お い て 、 フ ッ ク 部 ２ ２ ３ は 、 光 学 ユ ニ ッ ト １  
の 前 面 方 向 に 対 し て 第 ２ の 軸 方 向 Ａ ２ に 沿 っ て 延 び て い る 。 好 ま し く は 、 第 １ の ス ト ッ パ  
ー 部 ２ ２ ２ の 先 端 は 、 さ ら に 光 学 ユ ニ ッ ト １ の 後 面 方 向 、 又 は 外 枠 ２ ２ の 天 面 側 又 は 底 面  
側 に 向 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 別 の 実 施 例 に お い て 、 反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ は 、 さ ら に  
側 部 ３ ２ に 設 け ら れ て も よ く 、 フ ッ ク 部 ２ ２ ３ は 、 反 射 シ ー ト ３ の 側 部 ３ ２ を フ ッ ク 部 ２  
２ ３ と バ ッ ク プ レ ー ト ２ １ と の 間 に 制 限 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 組 立 工 程 に お い て  
反 射 シ ー ト ３ の 第 ２ の 貫 通 孔 ３ ２ １ を フ ッ ク 部 ２ ２ ３ に 容 易 に 通 す こ と が で き る 。 ま た 、  
反 射 シ ー ト ３ は 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ の フ ッ ク 部 ２ ２ ３ の み を 介 し て 位 置 付 け ら れ  
て い る の で 、 再 作 業 の 必 要 が あ っ て も 、 貼 り 付 け に よ る 再 作 業 の 困 難 や 消 耗 の 問 題 は 発 生  
し な い た め 、 本 実 施 例 は モ ジ ュ ー ル の 結 合 安 定 性 と 再 作 業 性 が 高 い と い う 効 果 を さ ら に 有  
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ７ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の 表 示 装 置 の 好 ま し い 実 施 例 が さ れ て お り 、 前 記 バ ッ ク ラ イ ト  
モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 パ ネ ル ４ を 含 み 、 表 示 パ ネ ル ４ は 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 出 光 側  
に 位 置 す る 。 こ こ で 、 フ レ ー ム 構 造 ２ の 外 枠 ２ ２ は 、 支 持 部 ２ ２ ４ を さ ら に 含 み 、 支 持 部  
２ ２ ４ は 、 側 壁 部 ２ ２ １ か ら 光 学 ユ ニ ッ ト １ の 方 向 に 向 か っ て 延 び る 。 表 示 パ ネ ル ４ は 、  
支 持 部 ２ ２ ４ 上 に 設 け ら れ て い る 。 な お 、 支 持 部 ２ ２ ４ の 長 さ は 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２  
２ ２ の 長 さ よ り 大 き い 。 こ れ に よ り 、 外 枠 ２ ２ は 、 表 示 装 置 の 外 観 部 材 と す る こ と が で き  
る と と も に 、 下 方 に 位 置 す る 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 ２ ２ ２ を 遮 蔽 す る こ と が で き 、 表 示 装 置  
全 体 の 体 積 を 大 幅 に 減 少 さ せ る と い う 効 果 を 達 成 す る 。 ま た 、 外 観 部 品 を 追 加 す る た め の  
組 立 時 間 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 部 品 点 数 を 減 少 さ せ 、 部 品 の 組 立 時 間 を 減 少 さ せ 、 コ  
ス ト を 低 減 す る な ど の 効 果 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ は 、 サ イ ド イ ン 型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル を 例 と し て 説 明 し 、 光 学 ユ ニ ッ ト １ は 、 導  
光 板 １ ３ を さ ら に 含 み 、 導 光 板 １ ３ は 、 反 射 シ ー ト ３ と 少 な く と も １ つ の 光 学 フ ィ ル ム １  
２ と の 間 に 位 置 し 、 発 光 機 構 １ １ は 、 導 光 板 １ ３ の 入 光 面 に 位 置 合 わ せ て 設 置 さ れ 、 反 射  
シ ー ト ３ は 、 発 光 機 構 １ １ の 導 光 板 １ ３ に 当 接 す る 。 一 実 施 例 に お い て 、 発 光 機 構 １ １ は  
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、 導 光 板 １ ３ と フ レ ー ム 構 造 ２ と の 間 に 設 置 さ れ た ラ イ ト バ ー で あ り 、 上 記 の 第 １ の ス ト  
ッ パ ー 部 ２ ２ ２ は 、 サ イ ド イ ン 型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 非 入 光 側 に 設 置 さ れ る こ と が  
好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 例 は 、 サ イ ド イ ン 型 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 実 施 態 様 に  
適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 の よ う に 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 装 置 は 、 外 枠 か ら 第 １ の ス ト ッ  
パ ー 部 を 部 分 的 に 延 出 し 、 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 で 反 射 シ ー ト の 第 ２ の ス ト ッ パ ー 部 を 押 圧  
す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 及 び 表 示 装 置 は 、 反 射  
シ ー ト を 接 着 固 定 す る た め の 粘 着 テ ー プ や そ の 他 の 部 材 の 数 を 減 少 さ せ 、 さ ら に 反 射 シ ー  
ト の 貼 り 付 け 又 は 平 坦 化 な ど の 従 来 の 製 造 組 立 工 程 の 工 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 ま  
た 、 外 枠 の 部 分 的 に 延 出 し た 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 と バ ッ ク プ レ ー ト を 利 用 し て 反 射 シ ー ト  
を 共 に 押 圧 す る 構 造 設 計 に よ り 、 組 立 手 順 を 簡 略 化 す る こ と が で き 、 粘 着 テ ー プ の 使 用 量  
の コ ス ト を 節 約 し 、 生 産 ラ イ ン の 生 産 効 率 を 向 上 さ せ 、 外 枠 と バ ッ ク プ レ ー ト と の 結 合 部  
材 費 用 を 節 約 し 、 及 び バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル 組 立 工 程 に 必 要 な 労 力 、 物 資 及 び 時 間 的 コ  
ス ト 等 を 減 少 さ せ る 効 果 を 達 成 す る 。 さ ら に 、 後 日 に 再 作 業 の 必 要 が あ っ て も 、 反 射 シ ー  
ト が 第 １ の ス ト ッ パ ー 部 の み を 介 し て 位 置 付 け ら れ る の で 、 両 面 テ ー プ の 貼 り 付 け に よ る  
再 作 業 の 困 難 や 再 作 業 の よ る 消 耗 の 問 題 が 発 生 し な い た め 、 本 考 案 の バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ  
ー ル 及 び 表 示 装 置 は モ ジ ュ ー ル の 結 合 安 定 性 と 再 作 業 性 が 高 い と い う 効 果 を さ ら に 有 す る  
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は 、 単 に 本 考 案 の 原 理 、 特 徴 及 び そ の 効 果 を 例 示 的 に 説 明 す る  
も の で あ り 、 本 考 案 の 実 施 可 能 な 範 囲 を 制 限 す る も の で は な く 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 考 案  
の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 上 記 の 実 施 形 態 を 修 正 及 び 変 更 す る こ と が で き る  
。 本 考 案 に 開 示 さ れ た 内 容 を 使 用 し て な さ れ た 等 価 な 変 更 及 び 修 正 は 、 い ず れ も 特 許 請 求  
の 範 囲 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１   光 学 ユ ニ ッ ト
１ １   発 光 機 構
１ ２   光 学 フ ィ ル ム
１ ３   導 光 板
２   フ レ ー ム 構 造
２ １   バ ッ ク プ レ ー ト
２ １ １   本 体 部
２ １ ２   延 出 部
２ １ ３   第 １ の 貫 通 孔
２ ２   外 枠
２ ２ １   側 壁 部
２ ２ ２   第 １ の ス ト ッ パ ー 部
２ ２ ３   フ ッ ク 部
２ ２ ４   支 持 部
３   反 射 シ ー ト
３ １   基 部
３ ２   側 部
３ ２ １   第 ２ の 貫 通 孔
４   表 示 パ ネ ル
Ｇ   隙 間
Ｌ   第 ２ の ス ト ッ パ ー 部
Ａ １   第 １ の 軸 方 向
Ａ ２   第 ２ の 軸 方 向
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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